
令和７年 ４月２４日 

 

三沢市議会 

 議長 加澤 明 殿 

                       三沢市議会 

                        議員 堤 喜一郎  

 

個人研修視察復命について 

 

下記のとおり議員個人研修を行いましたので、その概要について復命いたし

ます。 

 

記 

 

１．期  間 令和７年４月１７日（木）～４月１９日（土） 

 

２．視 察 先 （１）兵庫県伊丹市 

（２）兵庫県芦屋市 

 

３．視察項目 （１）兵庫県伊丹市 

・安心・安全見守りネットワークについて   

（２）兵庫県芦屋市 

・公共施設の包括管理業務委託について 

 

４．概  要 別紙のとおり  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（１）兵庫県伊丹市 

・安心・安全見守りネットワークについて   

 

応 対 者 伊丹市都市交通部交通政策室 室長 小宇羅 達也 氏 

     伊丹市都市交通部交通政策室 主査 落久保 宏朗 氏 

     伊丹市議会事務局    事務局長 柳澤  守  氏 

     伊丹市議会事務局 議事課  主査 松原  雄大 氏 

 

概要 安全・安心見守りネットワーク事業について、子どもとお年寄りの安全確

保の為、市内に約 1,000 台の防犯カメラを設置し、スマホでも家族が検知

出来るシステムを市民と共に推進している。個人負担はあるものの、補助

制度があり、登録しやすいこととなっている。施設設置事業費は地方創生

交付金や地域戦略交付金から総事業費 4 億円の半額をいただいている。年

間のランニングコストは 3,000 万で、市民の安全・安心対策を実施してい

る。 

 

（２）兵庫県芦屋市 

・公共施設の包括管理業務委託について 

 

応 対 者 芦屋市役所総務部総務室 室長      篠原 隆志 氏 

     芦屋市役所総務部総務室総務課 総務係長 柿原 浩幸 氏 

 

概要 ①事業開始の経緯 

     施設管理のベテラン職員の退職や施設整備の増加と複雑化が生じ、施設

管理専門部署が未設置の為、各施設管理者・職員による対応となり、施設

間で格差が発生したこと、契約、会計処理事務の増加が開始に至った理由

とのことでした。 

     ②事業概要 

     別紙資料を参照願います。 



     ③事業の成果・実績 

     民間の技術力導入による各施設の安全性・安心面の向上が大切に図られ

た。また、施設管理の均一化、施設の長寿命化が図られ、市民の安全・安

心対策が前進した。 

     契約、支払、立ち合いなどの時間外業務量の削減、不具合発生時の迅速対

応化された。 

     ④現状の課題 

     利用者を含めたコストの適正化とプロポーザル、業者決定から業務開始

までの準備期間と契約方法（単年度契約から５年契約）の課題を抱えてい

る。 

     ⑤今後の展望 

     早期のサウンディング調査を実施（課題の整理・情報の提供・参加者の増

加）が望まれる。そして職員の施設管理能力の向上（研修の実施、仕様書

の研究・統一化、コストの削減）が必須となる。 

 

      


